
ごあいさつ 
 
 本県は、海食崖が発達しウミネコの営巣地となっている高島を含む瀬戸内海国立公園やリアス式海岸を有する

日豊海岸国定公園など２つの国立公園、３つの国定公園、５つの県立自然公園があり、その公園区域の面積は約

１７万ヘクタール、県土に占める割合は約２８％で、全国都道府県でみて面積、割合ともに第６位の自然の豊か

なところです。 
県では、これら多くのすぐれた自然を紹介するため自然ガイドブックを作成し、今回の「佐賀関町高島及び関

崎周辺地域の自然」で１１冊目となります。 
佐賀関町高島及び関崎周辺地域は、平成１４年度に佐賀関町と協力して自然環境学術調査を実施し、平成１５

年度にその結果をとりまとめた「佐賀関町高島及び関崎周辺地域自然環境学術調査報告書」を作成しています。

この報告書をもとに広く皆さんに知っていただくためにわかりやすく編集されたのが、今回の自然ガイドブック

です。 
高島及び関崎周辺地域は、海食崖や海食洞をはじめとする海食地形が特徴であるリアス海岸を有し、豊後水道

を北上する黒潮の影響により年間の気温変動が小さい暖地性の気候からビロウやアコウなど特色のある貴重な植

物が生育しています。また、高島はウミネコの繁殖地として県指定の天然記念物となっています。 
これらの高島及び関崎周辺地域の自然を知っていただくとともに皆さんのまわりにある自然についても興味

をもっていただき、すばらしい自然を維持し、将来の世代に引き継いでいくための行動につながればと考えてい

ます。 
終わりに、このガイドブックを作成するにあたりご尽力いただいた大分県自然環境学術調査会の方々に厚くお

礼申し上げます。 
 
 
 平成１７年３月 
                             大分県企画振興部長 武田 寛 




